
私は兵庫県の加西市出身で小学生ま
では野山を駈け回って遊んでいました。
中学からは灘中学・高校に進学し、中学
時代は片道約 2時間をかけて通学してい
ましたが、高校からはひとり暮らしを始め
ました。そのため、高校時代は、勉強を
した記憶はほとんどなく（笑）、今思えば、
将来のことなど考えずに遊んでばかりい
た気がします。
そのような不真面目な学生でしたが、
なんとか京都大学の法学部に進学しまし
た。大叔父が政治家であったため、何と
なく政治家に興味があったというのが法
学部を選んだ理由です。もっとも、大学
でも、勉強よりはサークル活動やアルバ
イトなど課外活動に熱中する日々を過ご
していました。

自分の将来について真剣に考えるよう
になったのは、大学に入ってから随分後
だったように思います。いろいろと考えた
結果、社会人として何か公益的な貢献が
できる職に就きたいと考え、法学部在籍
ということを活かし弁護士を目指すことに
しました。もっとも、「弁護士としてこれ
がしたい！」という具体的な目標もなかっ
たせいか、当時の司法試験には大変苦戦
をしました（元来、一つのことに粘り強く
取り組むというタイプではなかったですし
（笑））。そのような中、仲の良かった友人
から、たしか平成 15年ころに一緒に IT

関連事業を立ち上げないかと持ちかけら
れました。

＊ ＊ ＊ ＊

当時はいわゆる ITブームの最盛期で、
その友人も知り合いの会社のホームペー
ジを素人ながら製作した経験があるとの
ことで、IT関連の事業はなかなか面白い
と考えていたようです。私としても、元来

新しい物好きな性格であることから、IT

ブームの真っ只中での IT関連の起業を
魅力的に感じない訳がありません。友人
の話を非常に魅力的だと感じ、一緒に事
業を始めることにしました。先立つものは
乏しかったのですが、パソコンと小さい
事務所を借りれば何とかなると、よく言え
ば前向きに、悪く言えば怖いもの知らず
に事業を始めました。
友人と私が始めた事業は、具体的には、

ホームページの製作事業とSEO対策（検
索エンジンの検索結果ページの上位に自
分のウェブサイトが表示されるよう工夫
すること）で、文系の私が営業とホーム
ページ上の文章作成を担当し、パソコン
に詳しい友人が技術面を担当しました。
どのようなビジネスモデルであれば収
益を上げられるか考えた結果、ある程度
資金的に余裕があり、しかし同業者との
競争が比較的厳しい業界、例えば歯医者
さんやお寺などの宗教法人を主なターゲ
ットにしてはどうか、ということになり、ま

ずはこれらの業界を中心に営業をかけて
いくことになりました。起業当初の業績は
一進一退でしたが、2～ 3年後には何と
か軌道に乗り、事業を法人成りさせるこ
とができました。

仕事、特にいろいろな経営者の方々と
知り合うのは非常に楽しく、営業を重ね
るにつれ様々な方と親しくなっていきま
した。経営者の方々に親しくしていただ
き腹を割った本音のお話を伺うようにな
るうちに、うちの会社は何が足りないの
か、社員の扱い方に困っている、今後ど
うしていったらいいのかといった、経営
上の様々な悩みや相談を受けるようにな
りました。

元来私は、人間が大好きで、困ってい

る方がいれば何とかしてあげたいという
気持ちが強いほうですので、せっかく相
談をいただいたからには、何か適切なア
ドバイスをしてあげたい、一緒に解決し
たいと、本気で一緒に長時間議論し解決
法を考えたりしました。そのようなことを
しているうちに、自分に弁護士という肩書
と法的知識があれば、相談をされている
人に対し安心感を与えられるのではない
か、より心の中にスッと入っていけるので
はないか、よりいい解決方法を提示でき
るのではないかなどと考えるようになり、
一度は断念した弁護士の道を再度目指し
たいと思うようになりました。

＊ ＊ ＊ ＊

弁護士を目指すとなれば、さすがに仕
事を続けながらというのは時間的にも体
力的にも難しく、片手間では司法試験合
格もおぼつかないということは、旧試験か
ら見て明らかでした。それと何より、一緒
の夢を見た友人に不義理をするにもかか
わらず、中途半端に司法試験を目指すの
は、友人に対して失礼だと思い、友人に
は、弁護士を目指したくなったので仕事
を辞めたいと正直に伝えました。また、
当時交際中だった現在の妻にも、仕事を
辞めて弁護士を目指したいということを伝
えました。どちらにも強く反対されるかと
思っていたのですが、意外なことに二人
ともすんなりと決断を受け入れてくれまし
た。私が思いついたら即行動する性格で、
また頑固者だということは、友人も妻もよ
く把握していましたので、「説得しても無
駄だろう、こいつはやりたいようにやらせ
てやらないとしかたがない」と半ば諦めて
くれたのではないかと思います（笑）。
今思えば、よくそのような決断をした

ものだ、もし司法試験に通らなかったら
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どうなっていたのかと背筋が寒くなります。
その当時は新試験の合格率はかなり高い
という触れ込みだったので、決断できま
したが、合格率が、旧試験並ならもちろ
ん、実際に現在のような合格率だとわか
っていれば、弁護士になろうという決断

自体が非常に難しかったのではないかと
思います。その点で、「新司法試験の合
格率はかなり高い」という当時の触れ込
みは、僕にとっては幸いしました（笑）。
仕事を辞めた後、同志社大学のロース

クールに入りました。かつて旧試験の勉
強をしていたとはいえ、ロースクールであ
らためて学生生活を送ることや、基本書
を読み漁ったり、判例をじっくり読んだり
という勉強は、新鮮で非常に楽しいもの
でした。ただ、昔と随分変わってしまっ
た会社法には非常に苦労しました。

＊ ＊ ＊ ＊

司法試験、二回試験に合格し、なんと
か無事弁護士となれて実際に仕事をして
いるわけですが、日々非常に楽しく、とて
も充実しています。弁護士になるという
決断は間違ってなかった、弁護士になっ
てよかったと思っています。最近は、仕
事だけではなく、いろいろなところに顔を
出し、様々な方と知り合い、仲良くさせ
ていただいていますが、特に、これから
伸びていこうという同年代の経営者の方
とお話をするのは非常に刺激的で、こち
らがエネルギーをもらっているような気が
します。私が弁護士を目指した動機であ
る、経営者の方々の抱える問題を、事後
的に法的紛争の処理をするだけでなく、
事前にいろいろと有益なアドバイスをさ
せていただく機会にも何度か恵まれまし
た。ただ、そのたびごとに、より素晴らし
いアドバイスをできるように精進しなけれ
ばと感じています。また、弁護士として
生の法的紛争に触れるのは、もちろん緊
張もしますが、困っている人の悩みを間
近で感じることができますし、何より、自
分の活動が問題の解消につながったとき
は非常に充実感があります。
日々の仕事の中で、起業時代に培った
経験が活きていると感じることはよくあり
ます。私は営業担当でしたので、お客様
とどう接するかには人一倍注意を払って
いるつもりですが、その甲斐あってか、知
り合って間もない人に非常にかわいがっ
てもらったり、その方を通じてまたいろい

ろな人をご紹介いただいたりしています。
「君は面白い、どこかの営業マンみたいや
な」とよく言われますし（笑）。また、実
際に会社を経営していた経験があります
ので、会社の経営者がどういう点を心配
したり、どういう意識で弁護士に頼んだ
りするのかという、経営者の思考回路の
ようなものは、少しなりとも分かるような
気がします。弁護士らしからぬ考え方を
するとのお褒めの言葉をいただくこともあ
り、そんなときは、自分の経験が役立っ
ているのかなと感じますね。弁護士はつ
いつい法律的な問題に目が行きがちにな
ることが多いかもしれませんが、経営者
が弁護士に求めるアドバイスは、何も法
律的なことだけに限られるものではないと
思います。経営者の方々は純粋に相談相
手が欲しいということも多いように感じて
います。まだまだ未熟者ですので、ベテ
ランの先生方のような十分なアドバイス
を提供できていないと思いますが、経営
者の思考回路が少しなりとも分かるという
点は、起業家として社会で経験を積んだ
自分の強みではないでしょうか。
弁護士の仕事は、弁護士がそれぞれの

キャラクターを活かして仕事ができるとい
う点がとても魅力的です。法の専門家で
すから、法的な知識が必要であることは
当然で、その習得に向けて日々研鑽に努
めることもまた当然なのですが、それだけ
ではなく、人としての信頼性や人として
の深みも磨いていき、一人のキャラクタ
ーとして勝負できるようになりたいと考え
ています。

今の生活はとても充実しており、これ
からもより生き生きと仕事・人生を重ねて
いきたいですね。依頼者の中には、残念
ながら辛く苦しい状況にある方も少なくあ
りませんが、そういった方に対しては、生
き生きとした人生をもう一度取り戻す手
助けをしたいと思っています。自分だけ
ではなく、周りの人が生き生きとした人生
を送れるようにサポートすることが、弁護
士として最も大事なことの一つではない
かと考えています。
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